
舞踊 における普遍的なるものと

特殊的 なるものの方向

 神 沢 和 夫

 1978年7月, 大阪千 里 の万博 跡地 に

 近 い読売 文化 ホ ールで, 三 日間 の シ

 ンポ ジウム を行 った。 印度, 朝鮮, 

 沖 縄 の舞 踊家 の参加 によ る。 その他

 ヨーロ ッパ, カナ ダで の公演。 印度, 

 韓国へ の調査行 の経験 を資料 とす る
 一 の フ ィー ル ドワー クで ある。

 芸術 に国境 な しとい う。感性 の普遍 を前提 とす る。

小 説 は翻 訳 で きな いが絵 な ら大 丈夫 とい う。 それで

は舞 踊 な どは国境 を気 に しな くて よい芸術 だ とい う

こと にな ろ う。

 ドス トエ フス キ イや ボー ドレエ ルが 日本人 に読 ま

れ, 尊 敬 され るの は, これ とは逆 の機 制 によ る。理

性 の普 遍 が前提 とな る。 いず れ にせ よ, 国家, 民族

を超 え, 異 な る文 化 をもつ 人 々 に通 ず る もの を作 り

た い とい う, 普遍 へ の願望 は 自然で あ る。

 普遍 に高 い価値 を与 えたの は ヨー ロ ッパの, 自己

本 位 で差 別的 な, 価値体 系 内部 での ことで, 現 在 は, 

む しろ, 特 殊 なる もの を特殊 な るまま に価 値 づ け よ

うとす る時代 へ と推 移 しつ つ あ る。 しか も, か か る

価 値 の変動 へ の対応 は, 前衛 と後衛 の間 の開 きが大

き く, 個体 の 内部 で も落差 が並存 す るの が常 で あ る。

この 点 を舞 踊 につ い て確 かめ てお こ うとい うわ けで

あ る。

 現象 と して 見 る限 り, 舞踊 に普遍 は ない。 演 奏芸

術 の一 回性 にお いて そ うで あ り, 肉体 も しくは身体

運 動 を媒体 とす る点 にお いて そ うで あ り, 様 式 の可

変性 に おいて そ うで あ る。(はじめの二 つ の条件 の解

釈 を略 す)

 様 式 を一 言 に して い えば, 数 多の個 人的 表現 か ら

共 通部 分 を抽 出 して標 準 と した もので あ る。 従 っ て, 

様 式 は, 個 別 の中 に重 な り合 う部分 を見出 しはす る

が, 決 してすべ て をおお うこ とのな い もの で あ る。

常 に個 人的 表現 の個 別 かつ特殊 を含 んで現 象す る。

この活発 に運 動 して いる部 分 は, や がて新 ら しい様

式 の主要 素 に成 長す る。 しか し, 特 殊 が, この よ う

に して新 らしい普 遍へ 昇 化 して ゆ くとい う考 え方 と

は別 に, つ い に特殊 の ま ま, つ かの まの光芒 を残 し

て消 えて ゆ くもの を, い まだ論理 だて られ な いま ま

に主 張 す る立場 が あ る。

 そ れが実際 家 と しての 舞踊家 の立場 で あ り, 彼 ら

は み な, 自己 の特 殊 に殉 じてい るので あ る。

 異 端 が奪権 して正統 とな る他 に, 特殊 を貫徹 した

果 に普遍 の地 平 が開 け る とい う図式 が あ る。数 の 力

学 と価値 の 力学 で あ り, デ イメ ンジ ョンは ちが うが, 

同 じ価値 の系 譜 にたつ。 最 近 の舞踊 家 ない し舞 踊評

論家 は, この創造 行為 に本 質的 にと もな うはた ら き

に も故意 に目 をつ ぶ って い る。 あるい は彼 らの主観

に即 す れば乗 り超 えてい る。 しか し彼 らの主観 が ど

うあれ, 集 団の レベ ル と個 の レベ ル に妥 当す る二つ

の 図式 を支持 す る社 会 が厳 存 す る以上, あ いかわ ら

ず異 端 は正統 にな りつ づ け ざる をえな い。 た とえば, 

かって異 端 で あ り, 現 在 で も思 い出 したよ うに裁判

ざた とな る ことで, 異端 としての権威 を回復 して裸

体 の公 開 も, す で に初発 の感動 を失 い, 無 限 にパ タ

ア ン化 しつつ ある。 そ うな るこ とで毒性 を失 い, や

がて体 制 化 し風化 す るので ある。

 こ こに, 自己の特 殊 に殉 ず る実 際家 とい うの は, 

その よ うな価値 評定 の範 囲外 で, 個 々の創造 者 が知

りっ くして きた特殊 の こ とで ある。

 個 の行為 で あ る創 作 と, 集 団 レベ ルで と り扱 われ

る古典 の概 念 につ いて検討 を加 え るこ とで この 問題

に展 望 を開 こ う。

 創作 に二 つ の場 合 が あ る。 公認 の美 的体 系 の上 で
一 歩 をふ み出す の と, 既成 に反 対 して, 一切 の遺産

に背 く場 合 とであ る。 主観 的 には困難 の度 は同 じで

あ る。 客観 的 には拠 りど ころの有無, ない し確 か さ

が問題 とな り うる。 ここで, 絶 対 あ るいは束 縛 で あ

った古典 的規 範 が, 大幅 に値 下 げに なった こ とが注

意 され る。

 現 在 の印度 古典 舞踊 は, ゆがめ られ, 退 廃 しっ っ

師承 によ って伝承 された もの を, 千 数百 年以 前 の寺

院, 彫像 と, サ ンス クリ ッ トで書 かれ た経 典 の解 読

をつ き合 せ て復古 した もので, 発祥地 マ ドラス では

百 四十年 以上 は さかのぼ れぬ といって い る。 会友桧

瑛 司氏 は四 国民踊 につ い て百七 十年 を上 限す るとい

われ る。 こ こで古 典神 話 の一環 が崩 れ る。

 テ ンポの決 定 は1930年 以 降 に属 す る。 日本 の能, 

狂 言の テ ンポは現 在 も刻 々 に変 化 して い る し, ア ク

セ ン トも変 って きて い る。 ア クセ ン トや テ ンポ は構

造 に比 して末 節 で ある といい きれ る根 拠 は まだ ない。

 朝鮮 で古典 とい うと、 宮 中舞 踊 を さす か, これ を

雅楽 と呼 び, 対 して国楽 と呼 ぶ妓 生 の舞踊 をさす か明

らかで ない。 日本 支配 の間 に, ことば とふ りの かか

わ りが 日本風 にな り, ふ りは朝鮮 風 だ が, 当て振 り

と もつ かず様 式的 ともい えぬ新 舞踊 が ひろ がっ てい

る。 印度 で は厳 格 な 当て振 り, 日本 の地唄 舞 で はで

きるだ け ことば か ら離 れて 心 を踊 ろ うとす る。 その

点 では沖縄 では明 らかに 日本 で あ る。 で は朝鮮 は ど

うだっ たの か。 今後 の研 究 にまつ しか ない。 その地

唄舞 の振 りも, つ け かたは 同 じ呼吸 で も個 々の振 り

は 日々工夫 で 変 って ゆ く。新 作 が その まま古典 とい

うわけ にな る。
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 印度の 舞踊 家 に とっ ては, フ ォー クダ ンス よ りは

制約 の強 い もの が古典 だ と考 えてい るが, 神 との一

体 感 の中 で生 れ たバ リエ ー シ ョンは創 作 と呼 び うる

とも考 えてい る。 しか も時 間概 念 がわ れわ れ とは ち

が ってい て, 千 年 前の 先人 と, 自分 の工夫 と を並 列

して と もに創 作 だ とい う。彼 らの時 は可逆 的 なのだ。

そ うい う もの を創作 と呼 びた くな い。 バ リエ ー シ ョ

ンだ とい いか えた が るのは 日本 人の理 屈 で あ る。

 古典 も創 作 もこの よ うに異 種 文化 の間 で相 対化 さ

れてみ ると, 普遍 とい うこ とがで きな い相 談 だ と わ

かって くる。 普遍 とは, 一時 代, 一社 会 に おいて 高

い評価 を うけ, 時代 を超 え民 族 を超 えて享 受 され る

場合 にい われ て よい。 い ま, 民族 は超 え られ ず, 時

代 を超 える とい うの もそれ ほ どの射程 で は語 れ ない

とな る と, 個 々の創 作者 に残 された途 は, も う一度

自己の特 殊 に沈潜 す るこ と しかな いので は ない か。

世 界 が狭 くな り, 統合 が進 む とい って も, そこ か ら

新 らしい普遍 がひ らけ て くる とい う展望 は余 りない。

他 との比 較 は 自己 の特殊 を際 立 って認 識 させ るこ と

に なる。

 世 界 は一 つ とい う発 展史 観 と進化 論 をす て る時期

で は ない か。

 舞 踊家 は, も しそ うす る余裕 があ るな ら, ルー ッ

を さが し, 比 較学 的検 討, 相 互乗入 れ で創作 を協働

す る, な どの仕 事 を した らよい。 ただ し, うわべ だ

け の合 同 公演, 運 動 の外 観 だ けの類似 点 さが しな ら

ば, エ ネル ギー の浪 費で あ る。
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